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★
大
学
4
年
生
と
も
な
る
と
、
本
格
的
な
就
職
活
動

が
始
ま
る
。
コ
ロ
ナ
禍
ま
で
は
、
学
生
に
と
っ
て
売

り
手
市
場
で
、
そ
ん
な
に
苦
労
は
し
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
そ
れ
が
、
僅
か
1
年
で
世
の
中
の
様
相
は
一
変

し
た
。
事
務
所
で
働
い
て
い
る
大
学
4
年
の
イ
ン
タ
ー

ン
も
ま
だ
内
定
を
貰
え
ず
、
焦
り
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
私
は
、

今
か
ら
55
年
前
の
自
ら
の
就
職
活
動
を
思
い
だ
し
た
。
★
大
学
卒

業
を
翌
年
に
控
え
周
囲
の
友
人
た
ち
は
、
就
職
活
動
に
忙
し
く
飛

び
回
っ
て
い
た
。
当
時
、
銀
行
、
生
保
、
損
保
、
商
社
な
ど
が
花

形
で
は
な
か
っ
た
か
。
私
は
マ
ス
コ
ミ
か
代
議
士
秘
書
に
な
ろ
う

か
と
思
っ
て
い
た
が
、
明
確
な
目
標
が
な
か
っ
た
。
★
し
か
し
、
卒

業
す
れ
ば
ど
こ
か
に
所
属
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

で
も
、
リ
ク
ル
ー
ト
雑
誌
に
目
を
通
し
て
、
会
社
研
究
を
す
る
わ

け
で
も
な
く
、
の
ん
び
り
か
ま
え
て
い
た
。
友
人
た
ち
の
多
く
は

会
社
の
内
定
を
も
ら
っ
て
、
喜
ん
で
い
た
。
★
さ
す
が
の
の
ん
び

り
屋
、
甘
え
屋
で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
か
に
就
職
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
を
受
け
た
が
、
私
の
よ
う

な
怠
惰
な
、
は
っ
き
り
し
た
目
標
も
な
い
人
間
は
門
前
払
い
で
あ

る
。
い
よ
い
よ
行
く
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
来
た
。
★
捨
て
る
神
あ

れ
ば
、
拾
う
神
あ
り
で
、
私
が
京
都
出
身
の
学
生
で
作
っ
て
い
た

京
都
慶
応
会
の
世
話
役
を
し
て
い
た
の
で
顧
問
の
先
生
が
心
配
し

て
、
京
都
の
企
業
が
慶
應
出
身
の
幹
部
候
補
生
を
求
め
て
い
る
の

で
、
そ
こ
へ
行
け
と
紹
介
状
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。
★
私
も
あ
ち
こ

ち
の
会
社
に
断
ら
れ
、
若
干
意
気
消
沈
し
て
お
り
、
卒
業
し
た
ら
、

京
都
に
帰
り
た
い
と
い
う
希
望
が
出
て
き
た
の
で
、
渡
り
に
舟
と

会
社
に
出
向
い
た
。
紹
介
し
て
貰
っ
た
先
生
の
顔
で
、
簡
単
な
筆

記
試
験
、
面
接
で
内
定
を
も
ら
っ
た
。
★
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
会

社
で
あ
っ
た
が
、
私
の
性
格
に
合
わ
ず
、
僅
か
1
ヵ
月
足
ら
ず
で

辞
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
苦
労
し
た
が
、
何
と
か
人
生
を
大

過
な
く
送
る
こ
と
が
出
来
た
。
就
職
は
人
生
に
と
っ
て
、
大
事
で

あ
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
人
生
は
長
い
。
七
転
び
八
起

き
、
至
る
所
に
青
山
あ
り
と
イ
ン
タ
ー
ン
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
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今
ひ
と
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
7
月
23
日
に
開
会
さ
れ
た
。
当

日
、
東
京
は
35
度
の
炎
天
下
、
開
会
式
に
先
立
ち
、
12
時
40
分

頃
か
ら
、
自
衛
隊
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
国
立
競

技
場
上
空
で
、
見
事
な
五
輪
の
マ
ー
ク
が
描
か
れ
た
。
今
回
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
昨
年
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
1

年
間
延
期
と
な
っ
た
。
安
倍
首
相
は
「
人
類
が
コ
ロ
ナ
に
打

ち
克
っ
た
証
と
し
て
」、
菅
首
相
は
「
人
類
の
努
力
と
英
知
に

よ
っ
て
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
こ
と
を
東
京
か
ら
発
信
し

た
い
」
と
開
催
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。
森
喜
朗
組
織
委
員
会

委
員
長
の
交
代
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
拡
大
、
そ
し
て
作
曲
家
、

演
出
家
の
辞
任
と
、
次
々
と
問
題
が
続
出
し
、
呪
わ
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
人
も
い
る
。
開
会
か
ら
、
1
週
間
が
経
ち
、

ム
ー
ド
も
少
し
ず
つ
、
盛
り
上
が
っ
て
き
た
感
じ
が
す
る
。
30

日
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
陸
上
競
技
が
始
ま

る
。
主
催
国
と
し
て
日
本
選
手
が
健
闘
し
、
国
民
に
感
動
を
与

え
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
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伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員

伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員

勇
退
を
表
明

勇
退
を
表
明

京
都
1
区
選
出
の
衆
議
院
議
員
伊
吹
文
明
氏

は
、
今
期
限
り
で
政
界
を
引
退
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
。
伊
吹
議
員
は
近
く
予
想
さ
れ
る
衆
議

院
選
挙
に
も
極
め
て
意
欲
的
で
、
府
議
会
・
市

会
議
員
と
の
連
名
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
立
っ
て
い

た
。
有
権
者
は
引
き
続
き
議
員
活
動
を
す
る
も

の
と
思
っ
て
い
た
。
伊
吹
氏
は
、
引
退
表
明
の

記
者
会
見
の
中
で
、
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
高

齢
化
、
高
齢
の
た
め
自
身
が
任
期
中
に
万
が

一
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
議
員

と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
い
と

語
っ
た
。
次
期
総
選
挙
は
、
自
民
党
に
厳
し
い

選
挙
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
ま
め
に
日
常
活
動

を
し
て
い
る
伊
吹
氏
の
当
選
は
間
違
い
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
何
分
、
現
役
最
高
齢
で
あ
り
、

挑
戦
者
は
共
産
党
の
強
敵
穀
田
氏
、
そ
し
て
維

新
の
若
い
女
性
候
補
で
あ
る
。
も
し
、
万
が
一

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
伊
吹
氏
の
過
去
の
輝
か
し

い
経
歴
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
意

味
で
は
、
惜
し
ま
れ
て
勇
退
す
る
伊
吹
氏
の
決

断
は
時
宜
に
か
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
秋

の
総
選
挙
を
控
え
、
高
齢
議
員
の
引
退
表
明
が

相
次
い
で
い
る
。
多
く
の
引
退
議
員
は
、
公
募

と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
、
実
は
息
子
を
密
か

に
指
名
す
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
の
が
目
立

つ
中
、
伊
吹
氏
は
、
官
僚
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
立
派
な
息
子
が
い
な
が
ら
、
後
継
者
に
世
襲

候
補
を
持
っ
て
こ
ず
、
地
元
京
都
に
縁
の
あ
る

人
を
、
し
か
も
優
秀
な
人
を
指
名
し
た
こ
と
は

高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

京
都
府
第
6
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る

安
藤
裕
衆
議
院
議
員
は
、
6
月
24
日
、
第
6
選

挙
区
の
支
部
長
を
辞
任
し
、
次
期
衆
議
院
総
選

挙
に
は
出
馬
し
な
い
と
西
田
自
民
党
京
都
府
連

会
長
宛
て
に
文
書
を
送
付
し
た
。
安
藤
氏
の
出

馬
辞
退
は
、
巷こ
う
間か
ん
、
氏
の
女
性
問
題
に
よ
る
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。
安
藤
氏
は
、
自
民
党
が
野
党
時
代
の
平
成

22
年
、
京
都
府
連
の
候
補
者
公
募
に
応
募
し
て

き
た
。
当
時
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
府
連
会

長
と
し
て
、
選
考
作
業
に
関
わ
っ
て
き
た
。
多

く
の
応
募
者
の
中
で
、
安
藤
氏
を
最
適
の
候
補

者
と
し
て
決
定
、
以
降
、
安
藤
氏
は
京
都
6
区

で
活
動
を
続
け
て
き
た
。
最
初
の
選
挙
、
そ
し

て
2
回
目
も
比
例
復
活
で
の
当
選
で
あ
っ
た
。

3
回
目
の
選
挙
で
よ
う
や
く
選
挙
区
で
当
選
を

果
た
し
た
。
選
挙
地
盤
も
安
定
し
て
き
た
。
地

縁
、
血
縁
が
全
く
な
い
京
都
で
10
年
間
よ
く
頑

張
っ
た
。
最
近
は
、
長
引
く
デ
フ
レ
下
で
経
済

低
迷
が
続
く
中
、
税
理
士
と
し
て
の
経
験
と
知

見
を
生
か
し
て
、
党
の
会
合
で
は
、
景
気
回
復
、

財
政
問
題
に
、
積
極
的
に
発
言
を
し
て
い
た
。

政
治
家
と
し
て
、
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待

さ
れ
て
い
た
。
地
元
自
治
体
に
と
っ
て
も
国
政

へ
の
パ
イ
プ
役
が
い
な
く
な
り
、
大
き
な
損
失

で
あ
る
。
安
藤
氏
は
、
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
）で
、
積
極
的
に
発
言
し
、
今

後
も
政
治
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
決
意
を
述

べ
て
い
る
。
ど
ん
な
行
動
を
と
る
の
か
、
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
、
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員
は
来
年
執
行
さ

れ
る
参
議
院
選
挙
に
出
馬
せ
ず
、
政
界
を
引

退
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。
自
民
党
本
部

は
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
は
、
自
民
党
に
か
な

り
厳
し
い
選
挙
に
な
る
と
予
想
、
7
月
中
に
第

1
次
公
認
候
補
者
を
決
定
す
る
方
針
を
決
め

た
。
そ
の
為
、
党
本
部
は
各
都
道
府
県
支
部
連

合
会
に
、
早
急
に
次
期
予
定
候
補
者
の
選
定
手

続
き
を
進
め
、
党
本
部
に
公
認
候
補
者
を
申
請

す
る
よ
う
に
通
達
し
た
。
自
民
党
京
都
府
連

は
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
に
対
し
、
次
期
参
議

院
選
挙
に
立
候
補
の
意
思
の
有
無
を
6
月
8
日

ま
で
に
、
連
絡
す
る
よ
う
に
伝
え
て
き
た
。
私

は
昭
和
19
年
9
月
生
れ
、
現
在
76
才
で
あ
る
。

9
月
13
日
に
な
る
と
、
77
才
と
な
る
。
人
生

100
年
時
代
と
は
言
え
、
世
代
交
代
を
求
め
ら

れ
る
年
齢
で
あ
る
。
私
は
大
学
卒
業
後
、
一
時

期
、
京
都
の
国
際
会
議
場
で
職
員
と
し
て
勤
務

し
た
が
、
当
時
京
都
政
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
前

尾
繁
三
郎
先
生
の
事
務
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
土
、
日
は
、
殆
ん
ど
先
生
の
事
務
所
で

手
伝
い
を
し
た
。
昭
和
48
年
に
正
式
に
前
尾
事

務
所
に
入
っ
て
か
ら
、
ほ
ぼ
50
年
間
政
治
一
筋

の
生
活
を
続
け
て
来
た
こ
と
に
な
る
。
前
尾
先

生
の
秘
書
約
8
年
、
昭
和
56
年
7
月
に
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
、
2
年
間
の
浪
人
生
活
を
経
験
、

そ
の
後
、
昭
和
48
年
8
月
か
ら
衆
議
院
議
員
野

中
広
務
後
援
会
連
合
会
事
務
局
長
を
3
年
間
務

め
て
、
昭
和
62
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
、
右
京

区
か
ら
京
都
市
会
議
員
に
初
当
選
を
果
た
し

た
。
市
会
議
員
17
年
間
在
職
し
、
そ
の
間
、
京

都
市
会
議
長
、
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
に
も

就
任
し
た
。
平
成
16
年
の
参
議
院
選
挙
に
立
候

補
、
京
都
市
会
議
員
出
身
者
と
し
て
、
初
め
て

参
議
院
議
員
に
当
選
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

来
年
で
、
参
議
院
議
員
を
18
年
務
め
る
こ
と

に
な
る
。
政
治
家
と
し
て
や
る
こ
と
は
や
っ

た
、
悔
い
は
な
い
と
は
言
え
な
い
。
出
処
進
退

程
難
し
い
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。
正
直
私

も
大
い
に
迷
っ
た
。
だ
が
、
あ
と
は
後
進
に
道

を
譲
り
、
元
気
な
内
に
、
や
り
残
し
た
色
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
充
実
し
た
人
生
を
送
り
た
い

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
人
は
二
ノ
湯
さ
ん
、

ま
だ
ま
だ
元
気
で
、
あ
と
1
期
や
っ
た
ら
い
い

の
に
と
言
っ
て
下
さ
る
。
そ
れ
を
真
に
受
け
た

ら
、
二
ノ
湯
さ
ん
し
つ
こ
い
な
と
言
わ
れ
る
に

決
ま
っ
て
い
る
。
人
に
多
少
惜
し
ま
れ
て
、
舞

台
を
去
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
の
よ

う
な
出
来
の
悪
い
者
を
、
見
捨
て
ず
、
長
年
支

え
て
下
さ
っ
た
支
援
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
を
捧
げ
た
い
。
残
さ
れ
た
任
期
の
1

年
、
国
会
議
員
と
し
て
与
え
ら
れ
た
責
任
を
果

た
す
た
め
に
精
一
杯
努
力
を
致
し
ま
す
。
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安
藤
裕
衆
議
院
議
員
次
期
選
挙
に
出
馬
せ
ず

安
藤
裕
衆
議
院
議
員
次
期
選
挙
に
出
馬
せ
ず

京
都
府
第

京
都
府
第
66
選
挙
区
支
部
長
突
然
の
辞
任

選
挙
区
支
部
長
突
然
の
辞
任

令
和
3
年
7
月

参
議
院
議
員

二
ノ
湯 

智

来
年
の
参
議
院
選
挙
に
出
馬
せ
ず

政
界
引
退
を
決
意
し
ま
し
た
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二
ノ
湯
議
員
、
京
都
陸
協
会
長
に
就
任

二
ノ
湯
議
員
、
京
都
陸
協
会
長
に
就
任

自
民
党
京
都
第

自
民
党
京
都
第
11
区
に
区
に
勝
目
氏

勝
目
氏
を
擁
立

を
擁
立

京
都
出
身
の
若
手
総
務
官
僚

京
都
出
身
の
若
手
総
務
官
僚

就任の挨拶をする
二ノ湯新会長

今
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
は
色
々
な
種
目
が
あ
る

が
、
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

陸
上
競
技
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
華
と
言
っ
て

い
い
。
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
京
都
ゆ

か
り
の
多
く
の
選
手
が
活
躍
し
た
。
京
都
に
は

陸
上
競
技
の
伝
統
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
。

伝
統
あ
る
京
都
陸
上
競
技
協
会
の
会
長
を
長
年

に
わ
た
り
務
め
て
き
た
田
中
セ
ツ
子
会
長（
元

京
都
市
会
議
長
）は
、
6
月
末
で
退
任
し
た
。

そ
の
後
任
と
し
て
、
田
中
氏
の
推
薦
で
、
二
ノ

湯
智
参
議
院
議
員
が
12
代
会
長
に
選
出
さ
れ

た
。
二
ノ
湯
氏
は
、
2
年
前
か
ら
協
会
の
参
与

を
務
め
て
い
る
。
京
都
陸
協
は
全
国
高
校
駅
伝
、

都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
、
全
国
車
イ
ス
駅

伝
、
そ
し
て
京
都
市
民
マ
ラ
ソ
ン
を
主
管
し
て

お
り
、
非
常
に
権
威
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
あ

る
。
就
任
に
あ
た
り
、
二
ノ
湯
新
会
長
は
「
学

生
時
代
か
ら
陸
上
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
田

中
セ
ツ
子
会
長
と
違
っ
て
、
陸
上
に
関
す
る
知

識
も
乏
し
い
私
で
す
が
、
皆
様
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
京
都
陸
上
競
技
協
会
の
充
実
、
発
展

に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

地
元
に
縁
の
あ
る
人
が
望
ま
し
い
と
い
う
声
が

多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
勝
目
氏

は
伊
吹
文
明
氏
の
後
継
者
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
候
補
者
と
言
え
る
。

党
の
長
老
で
有
力
な
政
治
家
で
あ
っ
た
伊
吹

氏
の
後
任
は
誰
に
な
る
の
か
、
注
目
の
的
で
あ
っ

た
。
身
内
か
ら
後
継
を
出
さ
な
い
と
言
明
し
て

お
り
、
後
任
は
1
区
内
の
府
議
会
、
京
都
市
会
、

そ
し
て
第
3
者
と
な
る
。
仄そ
く

聞ぶ
ん

す
る
と
こ
ろ
で

は
、
地
方
議
員
で
国
政
に
意
欲
を
示
す
人
は
お

ら
ず
、
京
都
に
地
縁
、
血
縁
が
あ
る
勝か

つ

目め

康や
す
し

氏

（
47
）に
決
定
し
た
。
勝
目
氏
は
、
総
務
省
か
ら

京
都
府
に
出
向
、
府
民
生
活
部
長
、
総
務
部
長

を
務
め
、
京
都
府
政
に
は
精
通
し
て
い
る
。
自
民

党
は
野
党
時
代
、
候
補
者
不
足
で
公
募
に
よ
っ
て

候
補
者
を
選
考
し
た
が
、
地
元
事
情
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
人
が
多
く
、
小
選
挙
区
の
政
治
家
は

な
っ
た
。
清
水
氏
は
、
次
期
総
選
挙
に
向
け

て
次
の
よ
う
に
抱
負
を
語
っ
た
。

京
都
6
区
の
安
藤
裕
衆
議
院
議
員
が
6
区
支

部
長
を
辞
任
し
、
次
期
総
選
挙
に
出
馬
し
な
い

こ
と
を
受
け
て
、
自
民
党
京
都
府
連
は
後
任
の

候
補
者
を
早
急
に
決
定
す
べ
く
作
業
を
進
め
て

い
た
が
、
6
区
内
の
府
議
会
議
員
か
ら
出
馬
を

目
指
す
人
が
な
く
、
か
つ
て
6
区
で
選
挙
を

戦
っ
た
経
験
の
あ
る
清
水
鴻
一
郎
氏（
75
）を
擁

立
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
清
水
氏
は
、
過
去

2
回
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
が
、
16
年
に
政

界
を
引
退
し
て
い
た
。
昨
年
自
民
党
に
復
党
、

府
連
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
が
、
安
藤
氏
の
突

然
の
政
界
引
退
表
明
を
受
け
て
、
急
遽
、
6
区

支
部
長
、
次
期
衆
議
院
選
挙
の
候
補
予
定
者
と

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

抱　　負
過日、京都府連で1区の立候補予定

者に決定いただいた「勝目やすし」です。
京都市生まれ、洛星中・高卒で、実家
は上京の開業医。総務省に入省、本省
のほか、首相官邸、大使館、京都府庁
等で経験を積んでまいりました。大きな足
跡を残された伊吹文明元衆議院議長の
志を継ぎ、「日本と京都の未来のために！」

「コロナ収束と経済正常化！」「文化首
都・京都の即戦力！」を掲げ、元気な京
都、元気な日本を築きます。

抱　　負
突然の出馬要請に対しまして、家族含め非

常に悩みましたが、コロナ禍において私にしか
できないことがあると考え出馬に至りました。医
療人として、この間の国の施策を見て参りまし
たが、現場を見てきた私ならば、リアリティー
のある対策とスピーディーな対応を提言できる
のではないかと少なからず思ったわけでありま
す。

これからの人生100年時代を見据えた医
療・介護・福祉先進国へのThe best way
を皆さんと一緒に考えたいと思います。

自
民
党
京
都
府
連

自
民
党
京
都
府
連
66
区
候
補
者
を
決
定

区
候
補
者
を
決
定

安
藤
氏
に
代
わ
り

安
藤
氏
に
代
わ
り
清
水
鴻
一
郎
氏

清
水
鴻
一
郎
氏

経　歴
昭和49年京都市生まれ
父は上京区の開業医
平成5年洛星中・高を卒業
平成9年東大法学部卒業
同年、自治省（現総務省）入省
内閣官房副長官秘書官
京都府府民生活部長、
　　　　　　　総務部長
総務省地域振興室長

経　歴
昭和21年京都市伏見区生まれ
伏見中学校、
　京都府立桃山高校卒業
昭和48年大阪医科大学卒業
昭和55年米国シカゴ大学留学
昭和63年
　医療法人清水病院院長
平成17年
　衆議院議員初当選
　（以後2期当選）
平成28年医療法人清水会リハ

ビリテーション病院理事長
現在　京都私立病院協会 会長
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一
、
陸
上
の
男
子
100
ｍ
、
200
ｍ
の
競
争
は
熾
烈

を
極
め
る
。
わ
ず
か
0
秒
1
・
2
の
争
い
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
、
数
年
間
練
習
に
励
ん

で
き
た
選
手
た
ち
。
た
っ
た
、
10
秒
間
で
、
出

場
の
可
否
が
決
ま
る
と
は
、
過
酷
で
、
残
酷
な

種
目
で
あ
る
。

一
、
霞
が
関
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
家
賃
支
援
給
付
金
を
だ
ま
し
取
っ
て

逮
捕
さ
れ
た
。
前
途
有
為
な
若
手
官
僚
が
、
わ

ず
か
な
支
援
金
欲
し
さ
に
、
不
正
を
働
い
て
、

人
生
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。
全
く
愚
か

な
2
人
の
行
い
で
あ
る
。

一
、千
葉
県
八や

ち

街ま
た

市し

で
、
ト
ラ
ッ
ク
が
下
校
途

中
の
児
童
の
行
列
に
突
っ
込
み
、
2
人
を
死
亡

さ
せ
、
多
く
の
児
童
に
大
け
が
を
さ
せ
た
。
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
は
、
車
内
で
酒
を
飲
ん
で
い
た

よ
う
だ
。
前
途
あ
る
子
供
た
ち
の
命
を
一
瞬
に

奪
っ
た
運
転
手
に
強
い
憤
り
を
覚
え
る
。

一
、
7
月
1
日
、
中
国
共
産
党
創
立
100
周
年
の

記
念
式
典
が
、
天
安
門
広
場
で
、
7
万
人
の
党

員
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
世
界
第
2

位
の
経
済
大
国
、
強
大
な
軍
事
大
国
は
、
今
後

ど
の
方
向
を
向
い
て
進
む
の
か
。
異
質
な
大
国

の
行
方
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
る
。

一
、
大
谷
翔
平
選
手
の
連
日
の
大
活
躍
は
、
コ

ロ
ナ
で
鬱
陶
し
い
日
々
を
過
ご
す
日
本
人
の
気

分
を
ま
ぎ
ら
わ
し
、
爽
快
に
し
て
く
れ
る
。
毎

日
、
彼
の
活
躍
が
気
に
か
か
る
。
イ
チ
ロ
ー
、

松
井
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
が
、
大
谷
は
、
そ
れ

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

小
池
都
知
事
の
人
気
は
、
自
民
党
東
京
都
連
の

ド
ン
に
い
じ
め
ら
れ
「
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
」
と

し
て
火
が
付
い
た
い
わ
ば
「
判
官
贔
屓
」
で
あ

り
、
政
治
姿
勢
や
理
念
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
メ
ッ
キ
が
剥
が
れ
た
だ
け
で

あ
ろ
う
。

3
、
受
け
皿
に
な
れ
な
い
立
憲
民
主
党

コ
ロ
ナ
禍
の
迷
走
は
野
党
に
と
っ
て
は
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
が
、
明
確
な
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
や
政

権
担
当
能
力
を
示
せ
な
い
立
憲
民
主
党
は
そ
の

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
せ
て
い
な
い
。
政
権
批
判
を

声
高
に
叫
ぶ
だ
け
で
は
党
の
存
在
さ
え
も
危
ぶ

ま
れ
る
だ
ろ
う
。

4
、 
既
存
政
党
へ
の
失
望
で
ワ
ー
ス
ト
2
の
低

投
票
率

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
都
民
生
活
に
直
結
す
る
は

ず
の
都
議
選
で
あ
っ
た
が
、
投
票
率
は
過
去
2

番
目
に
低
い
42
、
89
％
。
上
記
の
通
り
、
既
存

政
党
の
あ
り
方
が
現
在
の
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
て
お
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

選
挙
運
動
の
仕
方
も
「
古
い
」
と
感
じ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

※�

二
之
湯
武
史
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル「
最

適
化
社
会�

日
本
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い

社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
道
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
皆
さ
ん
と
の
対
談
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

先
日
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
。
1
自
治
体

の
議
員
選
挙
で
は
あ
る
が
、
約
1400
万
人
の
世
論

の
動
向
を
見
る
機
会
と
し
て
、
各
党
は
国
政
選

挙
並
み
の
応
援
体
制
を
と
っ
た
。

結
果
と
し
て
は
、
今
の
政
治
に
対
す
る
都
民

の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
示
さ
れ
た
と
感
じ

る
。
す
べ
て
の
政
党
が
勝
者
と
は
言
え
ず
、
既

存
政
党
や
政
治
の
あ
り
方
に
対
す
る
都
民
の
失

望
が
示
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

1
、
自
民
党
に
は
厳
し
い
審
判

3
度
に
わ
た
る
緊
急
事
態
宣
言（
選
挙
当
時
）

が
発
令
さ
れ
た
東
京
都
に
お
け
る
自
民
党
へ
の

評
価
は
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
選
挙
戦
中
盤
に

マ
ス
コ
ミ
各
社
が
「
自
公
、
過
半
数
獲
得
の
公

算
」
と
報
じ
た
際
、
都
民
に
は
、
菅
首
相
の
心

に
届
か
な
い
説
明
や
科
学
的
根
拠
に
乏
し
い
政

策
に
お
墨
付
き
を
与
え
て
は
な
る
ま
い
、
と
い

う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
働
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
推
測
す
る
。

2
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
は
惨
敗

「
小
池
旋
風
」
を
追
い
風
に
55
議
席
を
獲
得

し
た
前
回
か
ら
、
今
回
は
31
議
席
と
激
減
。
事

前
予
想
の
壊
滅
的
敗
北
は
免
れ
た
も
の
の
、
4

年
間
の
評
価
は
落
第
点
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も

都
議
選
に
見
る

都
議
選
に
見
る

絶
妙
な
世
論

絶
妙
な
世
論

今
年
は
文
人
連
盟
が
発
足
し
、
75
回
目
の
節

目
の
年
で
あ
る
。
昨
年
74
回
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

為
中
止
と
な
っ
た
。
連
盟
主
催
の
第
75
回
文
人

展
が
、
6
月
8
日
～
13
日
、
左
京
区
岡
崎
の
京

都
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
二
ノ
湯
参
議
院

議
員
は
今
年
も
出
品
し
た
。
政
治
家
で
出
品
さ

れ
て
い
る
人
は
、
今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
、
元
京

都
府
知
事
の
林
田
由
紀
夫
、
元
文
部
大
臣
の
奥

田
幹
雄
の
お
2
人
。
そ
れ
ぞ
れ
風
格
の
あ
る
立

派
な
書
で
あ
る
。
二
ノ
湯
議
員
の
作
品
は
、「
相

逢う
て
一
笑
泯
す
れ
ば
ほ
ろ
び
ん

恩
讐
」（
相
逢
う
て
一
笑
す
れ
ば
恩

讐
泯ほ

ろ

（
滅
）び
ん
）。
1932
年
、
上
海
で
、
日
中
両
国

が
武
力
衝
突
し
て
、
日
中
関
係
は
険
悪
な
関
係

と
な
っ
た
。
西
村
真
琴（
元
北
大
教
授
、
俳
優
西

村
晃
の
父
親
）は
、
上
海
へ
渡
り
、
被
害
者
救
済

に
従
事
し
た
。
中
国
の
詩
人
、
作
家
で
あ
る
魯

迅
は
西
村
の
行
動
に
感
激
し
、西
村
真
琴
に
、「
三

義
塔
に
題
す
」
と
い
う
漢
詩
を
送
っ
た
。
難
し
い

問
題
が
あ
っ
て
も
、
お
互
い
逢
っ
て
、
笑
い
あ
え

ば
、
憎
し
み
も
消
え
去
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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